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去
る
四
月
十
四
日
の
第
十
回
通
常
総
代

会
に
於
い
て
役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
選
任
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
、
後
の
理

事
会
に
於
き
ま
し
て
役
員
執
行
体
制
が
協

議
さ
れ
、
私
が
引
き
続
き
代
表
理
事
組
合

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様

に
は
今
ま
で
同
様
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
農
業
情
勢
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

見
ら
れ
る
様
に
経
済
原
則
に
よ
る
無
関
税

化
に
よ
り
日
本
農
業
も
例
外
扱
い
さ
れ
る

こ
と
な
く
取
り
扱
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
後
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
如
何
に
よ
っ
て
は
日

本
農
業
の
行
く
末
が
決
ま
ろ
う
と
し
て
お

り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

日
米
の
思
惑
が
絡
み
依
然
と
し
て
不
透
明

な
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
注
視
を

し
な
が
ら
農
協
も
外
部
環
境
変
化
に
対
応

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
所
で
あ
り

ま
す
。

　

又
、
国
内
農
政
に
目
を
向
け
れ
ば
政
府

は
、
農
協
改
革
の
名
の
下
に
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
解
体
・
弱
体
化
を
ね
ら
っ
た
改

革
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
強
み
は
組
織
の

結
集
力
で
あ
り
、
食
料
供
給
基
地
と
し

て
「
食
の
安
全
・
安
心
・
安
定
供
給
」
を

果
た
す
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
「
組
合

員
の
所
得
向
上
」
と
「
農
村
地
域
の
活
性

化
」
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
」

と
「
豊
か
な
地
域
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
、
自
己
改
革
に
取
り
組
む
事
と
し
て
お

り
農
協
組
織
の
基
本
理
念
を
前
面
に
打
ち

出
し
、
国
に
対
し
強
く
要
請
を
し
て
参
り

ま
す
。

　

諸
般
の
農
業
情
勢
も
国
内
外
と
も
に
問

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
今
後
、
系
統

グ
ル
ー
プ
を
始
め
、
組
合
員
の
皆
様
と
共

に
日
本
農
業
を
守
り
抜
く
努
力
を
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
道
北
な
よ
ろ
農
協
も
合
併
十
年

目
の
節
目
を
迎
え
、
近
年
異
常
気
象
の
連

続
す
る
中
、
組
合
員
戸
数
の
減
少
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
反
面
、
昨
年
度
の
販
売
取
扱

高
は
九
十
億
を
超
え
る
過
去
最
高
の
扱
い

と
な
る
な
ど
在
農
者
等
の
規
模
拡
大
に
よ

り
、
販
売
額
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
農
協
も
第
３
次
地
域
農
業
振
興
計
画

を
基
本
に
営
農
支
援
策
を
始
め
農
業
者
の

所
得
拡
大
に
向
け
、
販
売
力
強
化
、
共
選

流
通
経
費
の
削
減
、
生
産
コ
ス
ト
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
一
層
行
い
組
合
員
の

期
待
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
組
合
員
皆
様
の
農
協
利
用
に

対
し
て
の
結
集
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
際
し
、
今
年
一
年
組
合
員
の
皆

様
が
健
康
で
農
作
業
事
故
等
の
な
い
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
更
に
豊
穣
の
秋
を
迎

え
ら
れ
ま
す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長　

中　

島　

道　

昭
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本
年
の
春
は
、
近
年
に
な
く
降
雪
も
少

な
く
融
雪
も
順
調
に
進
み
、
ス
ム
ー
ズ
な

開
墾
作
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
本

格
的
な
春
作
業
期
を
迎
え
益
々
の
ご
健
勝

を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
４
月
14
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

第
10
回
通
常
総
代
会
の
折
に
総
代
の
皆
様

よ
り
ご
承
認
を
賜
り
、
そ
の
後
の
理
事
会

の
場
に
於
い
て
代
表
理
事
専
務
に
就
任
さ

せ
て
頂
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
ご
承
知

の
通
り
、
若
輩
で
経
験
も
乏
し
い
私
に
と

り
ま
し
て
、
責
任
の
重
さ
を
痛
切
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
、
皆
様
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、
前
任
者
同
様
引
き
続
き

ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
で
あ
り

ま
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

関
係
国
の
首
脳
・
関
係
閣
僚
に
よ
っ
て
交

渉
が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

早
期
妥
結
に
向
け
て
極
め
て
緊
迫
し
た

状
況
が
続
い
て
お
り
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
農
業
者
や
農
村
地
域
経
済

の
将
来
展
望
を
崩
壊
さ
せ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
消
費
者
の
命
を
も
危
険
な
状
況
に

さ
ら
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
は
ら
ん
で
お

り
、
何
と
し
て
で
も
安
全
安
心
な
食
糧
を

未
来
永
劫
継
続
し
て
生
産
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
Ｊ
Ａ
系
統
連
合
会
さ
ら
に
は
関
連

各
団
体
・
地
域
行
政
と
団
結
し
て
引
き
続

き
要
請
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。　

組
合
員
の
皆
様
に
も
、
引
き
続
き
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
に
於
い
て
は
、
当
農
協
過

去
最
高
額
の
販
売
実
績
を
計
上
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
水
稲
の
大
豊
作
の
要

因
が
大
き
い
訳
で
す
が
、
畑
作
・
青
果
・

畜
産
部
門
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
異
常
高

温
・
異
常
豪
雨
等
な
ど
の
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
組
合
員
さ
ん
も
多
数
お
ら
れ
る
中
、

そ
れ
ぞ
れ
組
合
員
皆
さ
ん
の
日
々
の
ご
苦

労
の
成
果
が
表
れ
た
一
年
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
え
て
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
が

長
期
間
続
く
中
、皆
様
の
栽
培
技
術
研
鑽
・

技
術
革
新
に
よ
る
経
営
努
力
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
農
協
事
業
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
・
ご
利
用
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
今
、
農
家
戸
数
減
少
が
進
行

す
る
中
、
一
人
で
も
多
く
の
後
継
者
・
新

規
就
農
者
を
地
域
全
体
で
育
て
る
体
制
が

必
要
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

農
家
・
地
域
・
行
政
・
関
係
機
関
と
も

協
力
・
連
携
し
て
、
引
き
続
き
農
協
と
し

て
出
来
る
ご
支
援
を
鋭
意
検
討
し
て
参
り

ま
す
。　

　

今
後
と
も
、
多
く
の
組
合
員
さ
ん
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
事
業
運
営
お
よ
び
、
財
務
基

盤
の
健
全
化
に
向
け
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
特
段
の

ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
努
力
が
実
を
結
ぶ
豊
穣
の
秋

を
皆
さ
ん
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務　

東　

野　

秀　

樹
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新
緑
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

４
月
14
日
開
催
の
第
10
回
通
常
総
代
会

終
了
を
も
ち
ま
し
て
道
北
な
よ
ろ
農
業
協

同
組
合
代
表
理
事
専
務
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
無

事
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事

は
、
一
重
に
皆
様
の
ご
助
言
ご
指
導
の
賜

に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
こ
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

 

振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
平
成
８
年
旧

風
連
農
協
の
理
事
に
就
任
し
平
成
17
年
３

農
協
の
合
併
に
よ
り
道
北
な
よ
ろ
農
協
の

理
事
と
し
て
以
来
19
年
間
農
協
の
運
営
に

関
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、
農
協
も
合
併
後
丸
10
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
農
協

改
革
、
円
安
に
よ
る
輸
入
原
材
料
が
多
い

農
業
関
連
資
材
（
燃
油
、
肥
料
、
飼
料

等
々
）
の
高
止
ま
り
が
続
く
な
ど
、
農
業

を
と
り
ま
く
環
境
に
は
ま
だ
ま
だ
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
農
協
運
営
の
合
理
化
、
農

業
施
設
の
効
率
を
高
め
た
改
修
等
の
取
り

組
み
を
進
め
、
農
家
負
担
の
軽
減
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
第
３
次
地
域
農
業
振

興
計
画
・
中
期
経
営
計
画
を
進
め
て
行
く

こ
と
で
、
よ
り
成
果
を
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
時
代
や
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
、
新
執
行
体
制
が
一
丸
と
な
っ
て

地
域
農
業
の
発
展
と
組
合
員
皆
様
の
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
目
指
し
た
取
り
組
み
に

期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
道
北
な
よ
ろ
農

業
協
同
組
合
の
こ
れ
か
ら
の
ご
隆
盛
を
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
退
任
後
は
地
元

で
、
一
組
合
員
と
し
て
地
域
農
業
に
携
わ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
引

き
続
き
宜
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
組
合

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
略
儀
な
が
ら
退
任
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
任
の
ご
挨
拶

　

種　

田　

芳　

雄
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Ｊ
Ａ
の
運
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う
新
役
員
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は
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事
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事
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表
監
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）
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（全　域）

東 野 秀 樹
（風　連）

中 島 道 昭
（名　寄）

小 川 和 則
（風　連）

村 上　　 清
（名　寄）

清 水 清 隆
（智恵文）

中 村 耕 司
（名　寄）

宗 万 利 行
（名　寄）

鷲 見 悦 朗
（名　寄）

尾 崎 正 和
（風　連）

清 水 和 彦
（風　連）

小 泉 博 志
（智恵文）

伊 東 浩 次
（智恵文）

山 崎 一 浩
（風　連）

米 澤 俊 一
（風　連）

大久保　裕　司
（風　連）

坂 本　　 悟
（全　域）

金 子 孝 雄
（風　連）

鷲 田 友 貴
（智恵文）

清 水 秀 満
（名　寄）
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４
月
14
日
、
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
第
10
回
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
26

年
度
は
当
期
純
利
益
８
０
、６
４
０
千

円
、
繰
越
利
益 

２
３
、３
２
５
千
円

を
含
め
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
を

１
０
９
、９
７
１
千
円
計
上
致
し
ま
し

た
。

　

種
田
専
務
に
よ
る
開
会
宣
言
が
行
わ

れ
た
後
、
Ｊ
Ａ
綱
領
を
会
場
全
員
で
朗

唱
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
中
島
組
合
長

に
よ
り
こ
の
一
年
間
の
農
業
情
勢
や
農

協
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
の
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
を
代
表
し
て
加
藤

名
寄
市
長
、
各
連
合
会
を
代
表
し
て
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会

旭
川
支
所
の
中
島

清
浩
支
所
長
よ
り

御
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
後
に

議
長
選
出
が
行
わ

れ
、
風
連
地
区

の
岡
田
裕
章
さ

ん
、
名
寄
地
区
の

林
哲
央
さ
ん
の
両

名
が
選
出
さ
れ
議

事
進
行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
村
参
事
に
よ
る
26
年
度
決

算
報
告
・
事
業
報
告
、
27
年
度
事
業
計

画
等
の
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
応
答
が

あ
っ
た
後
、総
代
数
２
９
０
名
に
対
し
、

１
８
４
名
の
出
席
を
も
っ
て
す
べ
て
の

議
案
が
可
決
し
、
盛
会
の
う
ち
に
総
代

会
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

ＪＡ道北なよろから「もち米」・「造り小豆」を供給しております。
三重県伊勢の ｢赤福｣ で冬期間の労働者を募集しております。
名寄から毎年数名働きに行っています。
募集要項
　男性のみが対象　若干名
　期間　平成27年12月１日～平成28年２月末まで
　賃金　時給 1,100 円（初年度）　夜勤あり　往復旅費支給　寮完備
　　　　※契約期間を満了した場合、慰労金150千円支給

問い合わせ先　営農センター営農課
TEL 01654-3-4307

伊勢の ｢赤福｣ で働いてみませんか

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ　

第

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ　

第
1010
回
通
常
総
代
会
開
催

回
通
常
総
代
会
開
催



広報JA道北なよろ 2015年春号（No.32）⑦

経営所得安定対策等の概要
畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

【認定農業者、集落営農、認定新規就農者が対象（いずれも規模要件はありません）】
【水田・畑地共通】（2,072 億円）

数量払 生産量と品質に応じて交付
対象作物 平均交付単価 対象作物 平均交付単価

小 　 　 麦 6,320 円 /60kg て ん 菜 7,260 円 /t
二 条 大 麦 5,130 円 /50kg でん粉原料用ばれいしょ 12,840 円 /t
六 条 大 麦 5,490 円 /50kg そ 　 ば 13,030 円 /45kg
は だ か 麦 7,380 円 /60kg な た ね 9,640 円 /60kg
大 　 　 豆 11,660 円 /60kg
注１：小麦は、パン・中華麺用品種を作付けた場合は、数量払に 2,550 円 /60kg を加算
注２：てん菜の基準糖度は、16.3 度
注３：でん粉原料用ばれいしょの基準でん粉含有量は、19.5％

面積払（営農継続支払）
当年産の作付面積に応じて、
数量払の内金として交付

２万円 /10a（そばは、1.3 万円 /10a）

米・畑作物の収入減少影響緩和対策（ナラシ対策）
【認定農業者、集落営農、認定新規就農者が対象（いずれも規模要件はありません）】

（802億円）

※26年産に限り実施している「ナラシ移行のための円滑化対策」については、ナラ
シ対策での米の補てんが行われる場合、対策の加入者の方に 27年度に交付（385
億円）

　米、麦、大豆、てん菜、でん
粉原料用ばれいしょの 26年産
収入額の合計が標準的収入額を
下回った場合に、減収額の９割
を補てん。
（対策加入者と国が１対３の割
合で拠出）
　積立金は掛け捨てではありま
せん。

平均単収 収量

交
付
金 数量払

券
犬
鹸
面積払（営農継続支払）

〈都道府県等地域単位で算定〉

券
犬
鹸

標準的収入

当年産収入

補てん金

過去５年の
うち、最高・
最低を除く
３年の平均
収入
（５中３）

収入減の
９割まで
補てん

品目ごとの
収入差額を
合算相殺

収入減少

農業者１：国３の割合で拠
出した積立金から補てん

〈畑作物の直接支払交付金のイメージ〉
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水田活用の直接支払交付金

戦略作物助成
対象作物 平均交付単価

麦、大豆、飼料作物 35,000 円 /10a

Ｗ Ｃ Ｓ 用 稲 80,000 円 /10a

加 工 用 米 20,000 円 /10a

飼料用米・米粉用米 収量に応じ、55,000 円～ 105,000 円 /10a

二毛作助成
15,000 円 /10a

耕畜連携助成
13,000 円 /10a

産地交付金
地域の作物振興の設計
図となる「水田フル活
用ビジョン」に基づき、
地域の裁量で麦・大豆
を含む産地づくりに向
けた取組を支援

米の直接支払交付金
【米の生産数量目標に従って生産した販売農家又は集落農家が対象】 （760億円）

7,500 円 /10a

◇激変緩和のための経過措置として、26年産米から単価を 7,500 円 /10a に削減し
た上で、29年産までの時限措置として実施（30年産から廃止）

直接支払推進事業 （87 億円）

　システム運営など直接支払の運営に必要な経費を措置するとともに、対策の推進、
作付面積の確認等を行う都道府県、市町村等に対し必要な経費を助成します。

〈飼料用米、米粉用米の交付単価のイメージ〉

注１：数量払いによる助成は、農産物検査機関による数量確認を受け
ていることが条件

注２：※は全国平均の平年単収（標準単収値）に基づく数値であり、
各地域への適用に当たっては、市町村等が当該地域に応じて定
めている単収（配分単収）を適用します。

380※ 単収
（kg/10a）

530※ 680※

（標準単収値）

10.5万

8.0万

5.5万

助成額
（円 /10a） 数量払の単価（傾き）：

約 167円 /kg
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※平成26年度より産地交付金（道枠・地域枠）の単価は上限５万円となっています。（水田活用の直接支払交付金
を除く）

※配分額を超えた場合は戦略枠Ｃ・Ｄで単価調整する場合があります。
※道枠支援についても、配分額を超えた場合は、単価調整する場合があります。
※加工用米生産性向上助成250円については、水田フル活用ビジョンの協議内容により変更になる場合があります。
※備蓄米については、加工用うるち米と公平を期すため水田活用の直接支払交付金及び道枠支援の差額分について、 
全道共計により支払われます。



広報JA道北なよろ2015年春号（No.32） ⑩

今
号
の
表
紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
名
寄
市
智
恵
文

で
畑
作
を
営
ん
で
い
る
大
石
一
貴
さ

ん
一
家
で
す
。

（
左
か
ら
）

一
貴
さ
ん

　
（
妻
）
美
由
紀
さ
ん

　
（
長
女
）
ゆ
ず
ち
ゃ
ん

　
（
祖
母
）
一
子
さ
ん

　
（
長
男
）
涼
雅
く
ん

　
（
母
）
香
代
子
さ
ん

　
（
父
）
勝
美
さ
ん

の
７
人
家
族
で
す
。

　

４
月
３
日
、
智
恵
文
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
中
国
農
業
技

能
実
習
生
受
入
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
智
恵
文
地
区
41
戸
、
風
連
地
区
２
戸
の
計
43
戸
の
受

入
農
家
に
お
い
て
農
業
技
能
実
習
生
76
名
で
受
入
を
致
し
ま
し

た
。

　

入
国
か
ら
約
１
ヶ
月
の
間
に
日
本
の
文
化
、
風
土
、
習
慣
・

ル
ー
ル
そ
し
て
日
本
の
農
業
を
学
び
つ
つ
、
日
本
語
を
学
習
し
そ

の
後
、
各
受
入
農
家
で
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
と
の
交
流
や
、
生
活
の
場
で
お
世
話
に
な
る
機
会

も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
温
か
い
応
援
を
是
非
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

５
月
１
日
、
市
内
各
地
区
に
お
い
て
、
上
川
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
名
寄
支
所
の
細
川
係
長
と
生
駒
専
門

普
及
員
を
迎
え
青
空
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
講
習
会
は
「
今
後
の
育
苗
管
理
と
移
植
・
除
草
剤

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
初
め
に
細
川
係
長
か

ら
水
稲
育
苗
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
農
作

業
事
故
防
止
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
年
は

低
温
寡
照
の
中
で
の
播
種
作
業
で
し
た
が
、
そ
の
後
高

温
多
照
で
推
移
し
、
出
芽
は
良
好
で
生
育
も
例
年
よ
り

や
や
早
め
の
た
め
、
今
後
の
ハ
ウ
ス
の
温
度
・
水
管
理

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
説
明
に
耳
を
傾
け
、
説
明
終
了
後

に
は
水
稲
管
理
に
関
し
て
の
質
問
を
す
る
参
加
者
も
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。

中
国
農
業
技
能
実
習
生
受
入
式

中
国
農
業
技
能
実
習
生
受
入
式

青
空
講
習
会　

開
催

青
空
講
習
会　

開
催



お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　

佐　

藤　

純　

一　
専
門
普
及
指
導
員

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
中
空
知
支
所
へ
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上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制

区　分 責任者 担当者 備　考

地　

域　

班

調 整 係 沓澤調整係長

堀野主査
長屋専普
森　専普
寺島専普
早勢専普

名寄市・
下川町区域

地 域 係 細川地域係長
鹿野主査
生駒専普
橋本専普

名寄市
風連町区域久保支所長

広　

域　

班

花 き 鹿野主査
士別地区
名寄地区
上川北部地区

畑作野菜 堀野主査 名寄地区
上川北部地区

【専門項目担当】
項　　目 責　任　者 担　当　者

稲　　作 細川地域係長 生駒専普　早勢専普

畑　　作 堀野主査 橋本専普

園　　芸 鹿野主査 堀野主査　長屋専普

畜　　産 沓澤調整係長 森　専普

農家経営 細川地域係長 寺島専普

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

人事異動（転入・転出者）

専門普及指導員
早
はや

　勢
せ

　善
よし

　明
あき

（上川農業改良普及センター
本所より）

主査（畑作園芸）
堀
ほり

　野
の

　吉
よし

　広
ひろ

（十勝農業改良普及センター
十勝西部支所より）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　上川農業改良普及センター名寄支所では、４月
１日の人事異動により、新たな活動体制となりま
したので、お知らせします。
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３
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
営
農

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
に
お
い
て
、
第

９
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
貴
広
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
加
藤
剛
士
名
寄
市
長
、
Ｊ
Ａ
道

北
な
よ
ろ
中
島
道
昭
組
合
長
よ
り
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
議
事
に
入

り
、
議
長
に
は
名
寄
支
部
高
橋
尚
幹
氏

が
選
出
さ
れ
、
議
案
の
審
議
に
入
り
概

ね
提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
合
併
10
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
役
員
一
同
、
よ
り
一
層

の
活
気
あ
る
組
織
と
な
る
よ
う
邁
進
致

し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

な
お
、
平
成
27
年

度
の
役
員
は
下
記
の

通
り
で
す
。

ＪＡ道北なよろ
青年部本部

ＪＡ道北なよろ
青年部風連支部

ＪＡ道北なよろ
青年部名寄支部

ＪＡ道北なよろ
青年部智恵文支部

風連町
農民連盟青年部

部　長 清　水　功　裕 佐　藤　　　洋 執行委員長
藤　垣　　　修 花　井　信　雄 松　本　和　俊

副部長 山　口　耕　平 林　　　慶　三 副執行委員長
杉　野　　　敦 斉　藤　広　剛 島　井　勝　久

副部長 藤　森　将　二 書記長
菊　池　　　亮 山　本　慎　二 大　石　一　貴

会　計
中　川　陽　介

部会長　日根野　星　太 監　事
佐　藤　昭　浩

会　計
山　口　　　渉部会長　金　原　幸　洋

監　事
南　原　一　幾

部会長　横　山　圭　太 監　事
北　出　　　肇

監　事
清　水　　　亮部会長　佐　藤　慎　也

監　事
金　子　春　夫

会計監査
神　田　勇一郎

監　事
松　下　祐　司

参　与
遠　藤　貴　広

会計監査
齋　藤　　　覚

　

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部
本
部

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
青
年
部
本
部　　

定
期
総
会　

開
催

定
期
総
会　

開
催　　
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３
月
６
日
午
後
２
時
よ
り
営
農
セ
ン

タ
ー
に
て
、
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部

第
８
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
口
部
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
中

島
組
合
長
と
、
青
年
部
の
遠
藤
部
長
に

祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
は
名
寄
支
部
の
宗
万
広
美
さ
ん

と
佐
々
木
裕
子
さ
ん
を
選
出
し
て
議
事

に
入
り
ま
し
た
。

　

部
員
の
皆
様
か
ら
御
意
見
を
頂
き
な

が
ら
全
て
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
み
な
さ
ん
が
た
く
さ
ん
の

行
事
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。Ｊ

Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部
副
部
長

　

飯　

塚　

真
由
美

Ｈ
27
年
度
女
性
部
本
部
役
員

部　
　
　

長 

上　

口　

里　

美

　
（
風
連
支
部
長
・
上
川
女
性
協
議
会　

副
部
長
）

※
前
列
中
央

副　

部　

長 

矢　

吹　

祐　

子

　
（
名
寄
支
部
長
）

※
前
列
右

副　

部　

長 

飯　

塚　

真
由
美

（
智
恵
文
支
部
長
）

※
前
列
左

監　
　
　

事 
柿　

川　

美　

枝

　
（
風
連
支
部
副
支
部
長
）

※
後
列
中
央

監　
　
　

事 

宗　

万　

広　

美

　
（
名
寄
支
部
副
支
部
長
）

※
後
列
右
端

監　
　
　

事 

遠　

藤　

久　

美

　
（
智
恵
文
支
部
副
支
部
長
）

※
後
列
左
端

　

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
部　　

定
期
総
会　

開
催

定
期
総
会　

開
催　　
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職 員 紹 介

本 所

　平成27年４月１日付にて機構改革を伴う人事異動がありましたので広報誌面にて職
員紹介をさせて頂きます。職員一同気持ちも新たに精進してまいりますので組合員の皆
様におかれましては今後とも宜しくお願い致します。

総務部（総務課・総合企画課・審査課）

中　村　静　男　参事

前列左から
宗片　浩樹　審査課長
米村　敏明　総務部次長
野崎　芳裕　総務部長
奥山　克志　総務課長

後列左から
篠崎　英和　総務係長
斉藤　　萌　総務係
横山　未沙　総務係
三木　友美　総務係

金融共済部（金融課・共済課）
前列左から
酒井　　浩　共済係長
中山　勝憲　共済課長
寺田　勝志　金融共済部長
野原　格子　金融課長
荒瀬いすず　金融係長

後列左から
佐藤　雅樹　共済係
渡辺　真弓　共済係主任
八巻好穂子　共済係
西野　悠子　金融係
石田　里歩　金融係
丸谷　樹里　金融係
金住　絵理　金融係

合　田　政　行　
監査室長
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営農部営農課
前列左から
泉谷真由美　係長
石山　健一　部長
林　　龍一　課長
吉田　敬志　係長

後列左から
沼田　拓也　係
榮　　維民　主任
山本　将行　係
山崎　賢一　主任

販売部農産課
前列左から
成田　利昭　考査役
薄井　順也　係長
筒井　尚哉　次長
仁木　康裕　課長
嶋村　健一　主任

後列左から
西浦　雅彦　係
近藤　恭平　係
渡邉ゆうこ　係
本田　晴美　係
斉藤　　巧　係
堀江　高充　係

振興センター
左から
結城　考哉　係（本所営農課より出向）
向井　孝夫　所長（嘱託・本所営農課より出向）
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購買部農機車輌課
前列左から
枝　　豊治　課長
川上　晶弘　係長
松田　祐司　係
平島久美子　係
筒井きみ子（臨時）

後列左から
今村　隆之　係
枝　　昭宏　係
杉野　航太　係
杉山　広度　係
沖澤　規友　係
関口　義則　係

購買部燃料課（風連給油所）

購買部購買課
前列左から
菅原　麻依　係
又村　明仁　部長
稲田　正人　課長
佐々木拓也　課長補佐

後列左から
前田　一行　係
類瀬　尚利　係
花岡　益代（臨時）
今野　朋子　係

前列左から
小日向智紀（臨時）
川田美由紀（臨時）

後列左から
千田　勝廣（臨時）
西原　健一　係
舟山　利昭　課長
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営農センター

青果課
前列左から
仁木　美鈴（臨時）
日野　香織　係
井上　　誠　課長
滋野　文枝　係
黒川三知代　係

後列左から
堀　　貴広　係長
小塚　悠貴　主任
北明　靖憲　係
森重　晶太　係長
斉藤　　将　主任

畜産課
前列左から
中川　悦生　畜産技師
松井　美恵（臨時）

後列左から
出原　大地　係
遠藤　政文　係長
斉藤　祐次　課長

営農課・営業戦略課
前列左から
真坂さおり　営農係
馬場　晶子　営農係長
藤原　武憲　営業戦略課長
安達　秀一　営農課長
高岩　　諭　農産係長

後列左から
岡田　祐輝　営農係
白井　崇睦　営農係
藤原　雄一　営農係長
松川慎太郎　農産係
菊池　真悟　営農係長

太　田　忠　夫
販 売 部 長
兼センター長
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名 寄 支 所

斉　藤　宏　治　支所長

金融共済課
前列左から
会田　雅子　金融係
岸川裕里香　金融係
今田　正人　金融係長
多田　義明　金融共済課長
柴崎　　梓　金融係
屋敷　彩香（臨時・金融）

後列左から
竹内　謙太　共済係
小松　真紀　共済係
中村　龍矢　共済係

燃料課（名寄給油所）
左から
前原やよい（臨時）
野田　正彦（臨時）
今村　健二　係長
佐藤　義樹（臨時）

購買課
左から
高橋　邦彦　課長
石戸谷敏明　係長
村上　慎吾　係
久保　絹代　係
鈴木　希美　係
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智恵文支所

佐　藤　昌　規　支所長

購買課・燃料課（智恵文給油所）

金融共済課
左から
河西　伸拓　係長
秋葉　哲哉　課長
宮本　千鶴　係
小泉　紀子　係

農機車両課
左から
原田　　実　係
山本　直樹　係

左から
及川　弘志　係
早坂　典晃　係
小山　文功　係長
大塚　敏弘　課長
林　　　麗　（臨時）
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平成 26年度平成 26年度
名寄市農業振興センター事業報告について名寄市農業振興センター事業報告について

○水稲直播栽培試験
　・乾田、湛水の各栽培方法にて、品種比較・播種量比較試験を実
施いたしました。品種ははくちょうもち、きたゆきもち、きた
ふくもちの３品種を比較いたしました。春先の好天にも助けら
れ、播種作業は予定通りの５月中旬に行い、順調な生育で推移
いたしました。８～９月の多雨、低温により登熟にやや時間が
かかり、成熟は９月末～10月始めとなりました。

　・乾田直播
　　播種日　5/14　　発芽期 6/5　　成熟期 9/30
　　　収量　　はくちょう区　555㎏ /10a　
　　　　　　　きたゆき区　　495㎏ /10a　　播種量 12㎏ /10 ａ、催芽もみ
　　　　　　　きたふく区　　486㎏ /10a
　・湛水直播
　　播種日　5/15　　発芽期 6/6　　成熟期 10/4
　　　収量　　はくちょう区　551㎏ /10a
　　　　　　　きたゆき区　　545㎏ /10a　　播種量 12㎏ /10 ａ、催芽もみ
　　　　　　　きたふく区　　496㎏ /10a

○かぼちゃ施肥栽培法試験
　・ＪＡ道北なよろの主力品種である「ほっこりうらら」、「味皇」
についての施肥比較試験を実施いたしました。

　・ほっこりうらら
　　播種日　5/23　　定植日 6/26　　収穫 9/19
　　　収量　　基肥N10㎏＋追肥N5㎏区　　2,037㎏ /10a　
　　　　　　　 〃　 N15㎏＋ 〃  N5㎏区　　2,336　〃
　　　　　　　〃　N10㎏＋追肥なし区 　 　1,545　〃
　　　☆着果性がよい品種のため、やや多肥でも収量が確保できた。
　・味　皇　
　　播種日　5/23　　定植日 6/26　　収穫 9/19
　　　収量　　基肥N10㎏＋追肥N5㎏区　　1,599㎏ /10a　　　　　　　　　　
　　　　　　　〃　N５㎏＋ 〃　N10㎏区　 1,605　〃　
　　　　　　　〃　N10㎏＋追肥なし区　  　1,479　〃
　　　☆基肥の窒素が多いと草勢が強くなりすぎ、着果しにくくなる品種なので基肥を抑えることで
　　　　着果を安定させることが重要。

○薬用作物栽培についての取り組み
　・薬草産地の確立を目的として、カノコソウをはじめとした薬用
作物の栽培体系の確立を目指した各種の取り組みを行ってお
ります。

　・平成25年度のトレファノサイド乳剤に続き、除草剤の登録拡
大試験を各関係機関と協力して実施いたしました。平成26年
度は生育期に使用するセレクト乳剤（イネ科対象）について試
験を実施し、登録拡大が認められました。

　・作業労働時間の軽減を目的として、機械整備に向けた試験を実施いたしました。特に多くの手間
のかかる収穫洗浄作業の軽減に向けて機械化への道筋をつけ、実用化をおこないました。

　・このほか、カノコソウに続く薬用作物の検討として、数種類の薬用作物の試験栽培を実施してい
ます。

券
犬
鹸

券
犬
鹸

※試験区の表示について～
　N10㎏⇒10a当りの窒素施肥量を
10㎏として設定

そそそそ名寄市農業振興センターからのお知らせ名寄市農業振興センターからのお知らせそそそそ
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平成 27年度平成 27年度
名寄市農業振興センターにおける事業計画の内容について名寄市農業振興センターにおける事業計画の内容について

　本年度、名寄市農業振興センターでは以下の事業に取り組んでおりますので、興味のある方はぜひ
当センターまでご来場ください。

○お問い合わせ・ご質問等は下記までお気軽にどうぞ。
名寄市農業振興センター　名寄市風連町緑町396-2　☎ 01655-3-2258　

作物・事業名 課　　　題 目　　　的 試　験　内　容　等

水 　 稲

奨励品種決定現地試験
（ 上 川 農 試 委 託 ）

有望系統の道北地域における
適応性の検討

上川農試委託事業
品種：風の子、きたゆき、はくちょう

直 播 栽 培 実 証 試 験 直播の適応性の検討
（乾田・湛水方式） はくちょう、きたゆき他

春 小 麦 奨励品種決定現地試験
（ 上 川 農 試 委 託 ）

有望系統の名寄地域における
春播き品種の適応性の検討

品種・系統：（標準）春よ恋、（比較）春きらり
　　　　　　北見春77号、ＨＷ６号

小 豆 ※ 資 材 効 果 試 験 根粒菌着生促進資材の効果検
討

優良根粒菌の着生促進効果による生育、収量性
について調査する。

グ リ ー ン
ア ス パ ラ

品 種 比 較 試 験 アスパラ新系統の適応性試
験、品種別収量調査の実施

生産組織・種苗メーカーとの連携試験
当地区に適する新系統の比較試験

ウイルスフリー試験 ウイルスの影響について検討 ウイルス罹病株と健全株の生育および収量の違
いを調査する（北大連携試験）

栽 培 法 試 験 アスパラガスの低収要因の対
応策について実証試験

萌芽時の地温や気温の変化と品質・収量の関係
ついて調査する

薬 用 作 用

栽 培 法 試 験 カノコソウ栽培法の検討 高畝マルチ、栽植密度、洗浄、乾燥試験

種 苗 供 給（ 親 株 ）カノコソウ種苗増殖、供給 優良種苗の供給

農 薬 登 録 試 験
（ マ イ ナ ー 作 物 ）カノコソウ登録拡大試験

生産組織・薬用植物資源研究センター・製薬メー
カーとの連携事業（薬効・薬害、作物残留調査）
カノコソウ：病害試験（現地）

ミニトマト 地 域 適 応 性 試 験 名寄地域におけるミニトマト
の栽培法の検討

仕立て・施肥方法、溶液土耕・隔離栽培による
比較調査　（品種：純あま）

ホウレン草
小 松 菜 冬 季 無 加 温 栽 培 冬季栽培（無加温）の可能性

について検討
冬季の農業収入確保として、パイプハウスを活
用し無加温栽培による収量性、品質を調査する

土 壌 診 断 窒 素 分 析 の 推 進 土壌窒素診断普及による総合
的な土づくり施肥指導の確立

一般分析と窒素分析により、合理的な施肥設計
をすることで、低コスト化と高品質化を図る

組 織 培 養 優 良 種 苗 供 給 バイテク技術を活用し、優良
種苗を供給 ユリ根、※カノコソウ、花ユリ

そ の 他 実 証 ・ 展 示

野菜、花き、小果樹 トルコギキョウ、花ユリ、食用ユリ

薬用作物 ゲンチアナ、薬用ニンジン、ボウフウ、
ホソバオケラ

土壌・肥料 アスパラ肥料試験（施防協）

農業用資材 生分解マルチ展示

各 種 講 座

名寄農業・土づくり講座 平成26年度より名寄の農業に対する提案とし
て、基本の「土づくり」をはじめとした左記の
テーマについて講座を設置して取り組んでいま
す。

水稲直播栽培研究講座

冬の農業研究講座
※新規課題

そそそそ名寄市農業振興センターからのお知らせ名寄市農業振興センターからのお知らせそそそそ
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通
り
決
定

二
、
目
的
積
立
金
の
取
崩
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
平
成
二
十
六
年
度
剰
余
金
処
分
（
案
）
に
つ

い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
二
回
理
事
会

開
催
日　

三
月
二
十
六
日

一
、
平
成
二
十
六
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
六
年
度
決
算
監
査
に
つ
い
て

　
　
　

監
事
会
報
告
通
り
決
定

三
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
末
監
査
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

四
、
平
成
二
十
七
年
度
余
裕
金
運
用
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

五
、
組
合
員
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

六
、
第
十
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

七
、
平
成
二
十
七
年
度
固
定
資
産
取
得
及
び
処
分

計
画
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

八
、
平
成
二
十
七
年
度
不
良
債
権
処
理
の
方
針
に

つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

九
、
平
成
二
十
七
年
度
役
員
報
酬
額
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い

て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
一
、
第
十
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類
（
議
案
の

概
要
）
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
二
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権
限
及
び
行
使

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

第
三
回
理
事
会

開
催
日　

四
月
十
四
日

一
、
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

二
、
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

三
、
専
務
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

四
、
常
務
（
信
用
担
当
）
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定
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五
、
各
委
員
会
構
成
及
び
委
員
長
の
互
選
に
つ
い

て

　
　
　

審
議
し
決
定

六
、
理
事
の
順
位
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

七
、
種
馬
鈴
薯
安
定
基
金
委
員
会
委
員
の
選
出
に

つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

八
、
役
員
報
酬
の
配
分
等
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

九
、
専
務
理
事
の
事
務
引
継
ぎ
に
係
る
立
会
人
の

指
名
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

十
、
名
寄
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

十
一
、
各
種
協
議
会
等
の
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

十
二
、
上
川
北
部
合
理
化
澱
粉
工
場
運
営
委
員
及

び
総
会
代
表
理
事
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　

審
議
し
決
定

十
三
、
平
成
二
十
七
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
四
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）
に
つ
い

て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
五
、
平
成
二
十
六
年
度
業
務
報
告
書
の
行
政
庁

提
出
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
六
、
平
成
二
十
七
年
度
信
用
の
供
与
等
に
係
る

承
認
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
七
、四
、〇
〇
〇
万
円
超
の
信
用
供
与
等
に
係
る

承
認
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
八
、
平
成
二
十
七
年
度
理
事
に
対
す
る
貯
金
担

保
貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金
の
包
括
事
前

承
認
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

十
九
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
越
極
度
額
）

に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
十
、
総
代
選
挙
の
実
施
及
び
選
挙
管
理
者
等
の

委
嘱
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

二
十
一
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
役
員
研
修
に
つ
い
て

　
　
　

提
案
通
り
決
定

１１月２９日
１２月　１日

　５日
１０日
１１日

１７日
１９日
１９日
１９日

平成２７年
１月２６日

２６日
２７日
２７日
３０日

　２月１６日
１７日
１９日
２０日

３月　２日

１３日

１９日
１９日
２０日
２４日
２６日

　４月　２日

１４日
１４日

棚卸監査
第１０回定例理事会
第２回経営改善特別対策委員会
第三　四半期監事監査（青果）
～１２日
地区別懇談会
第６回購買委員会
第７回総務委員会
第８回営農委員会
第１１回定例理事会

第７回購買委員会
　第９回営農委員会
第８回総務委員会
第１２回定例理事会
～２月　１日
決算棚卸監査
第１回購買委員会
第１回営農委員会
第１回総務委員会
第１回定例理事会
～　６日
　全国監査機構決算監査
～２０日
決算監査
第１回経営改善特別対策委員会
第２回営農委員会
第２回購買委員会
第２回総務委員会
第２回定例理事会
～　３日
地区別懇談会
第１０回通常総代会
第３回定例理事会

ぞＪＡのあゆみぞ

中　

川　

悦　

生
　
　

平
成
27
年
２
月
28
日

　

営
農
セ
ン
タ
ー
畜
産
課
畜
産
技
師

（
引
き
続
き
営
農
セ
ン
タ
ー
畜
産
課
に
て
勤

務
い
た
し
ま
す
）

池　

田　
　
　

智　
　

平
成
27
年
５
月
８
日

　

考
査
役　

購
買
部
燃
料
課
付

職
員
の
動
き

退　

職

〜
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
〜
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タ
テ
の
カ
ギ

１　

北
海
道
へ
旅
行
。
ま
ず
は
こ
こ
の

時
計
台
や
大
通
り
公
園
へ

２　

花
の
胴
体

３　

高
い
と
こ
ろ
か
ら
下
へ

４　

キ
リ
ギ
リ
ス
と
は
違
う
よ

５　

北
海
道
で
お
い
し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ

と
こ
の
乳
製
品
の
組
み
合
わ
せ
は

最
高

６　

北
海
道
へ
行
き
た
く
な
る
サ
マ
ー

７　

根
室
半
島
東
方
に
あ
る
島

８　

北
海
道
の
中
で
１
番
大
き
な
湖

10　

富
良
野
と
い
え
ば
こ
の
ド
ラ
マ

12　

北
海
道
に
学
校
行
事
の
旅
行
で
行

く

14　

○
○
来
歴

16　
「
埒
」
が
あ
か
な
い

17　

き
ど
っ
て
て
い
や
ね

19　

テ
レ
ビ
番
組
で
も
よ
く
出
題
さ
れ

る

21　

木
の
空
洞 

23　

新
鮮
な
魚
が
豊
富
な
北
海
道
な
ら

お
い
し
い
ニ
ギ
リ
や
チ
ラ
シ

25　

役
者
が
立
つ
ス
テ
ー
ジ

26　

つ
め
た
い
お
酒

28　

ス
モ
ー
ル
ウ
エ
ー
ブ

29　

北
海
道
で
飲
ん
だ
新
鮮
な
牛
乳

30　

日
本
の
紙

31　

手
紙
の
中
に
一
緒
に
入
れ
る

32　

居
候
弁
護
士
の
略 

34　

す
る
の
が
わ
ず
ら
わ
し
い

36　

ビ
ー
ト
た
け
し
の
愛
称

39　

年
ご
と
に
北
海
道
へ
行
く

41　
「
狆
」
と
書
く
イ
ヌ

42　

北
海
道
で
食
べ
た
い
羊
肉
料
理

44　

タ
ワ
ー

46　
「
桟
敷
」
と
書
く

48　

名
前
を
呼
ん
で
人
数
が
そ
ろ
っ
て

い
る
か
確
認

49　

北
海
道
で
は
ザ
ン
ギ
と
い
う
鶏
肉

料
理

50　

液
体
や
気
体
で
は
な
く

52　

北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
日
本
の
こ
ち

ら
側
に
あ
り
ま
す

56　

函
館
に
は
赤
レ
ン
ガ
の
が
ず
ら
り

58　

学
問
の
初
歩

59　

元
総
理
の
○
○
○
太
郎

60　

不
正
解
の
印

61　

焼
き
鳥
に
さ
す

63　

世
界
を
○
○
に
か
け
る

正解者の中から抽選で５名様に正解者の中から抽選で５名様に
「商品券」をプレゼント !!「商品券」をプレゼント !!

解答は、本誌に添付されたハガ
キに記入して送付して下さい！
（FAXでも受付しております。）

01655-3-4037
【応募締め切り・発表】

平成27年７月末日（当日消印有効）
当選者は次号でお知らせします。

多数のご応募お待ちしてます！

㈱マガジン・マガジン
「クロスワードメイト」より

北の大地を愛してやまない
クロスワード　　

北の大地を愛してやまない北の大地を愛してやまない
クロスワードクロスワード　

解答欄

クロスワードを解きＡ～Ｋをつないだ言葉を答えて下さい。

A B C D E F G H I J K

1 2 3 4 5 6 7 8

9 10

B

11 12 13 14

15 16

I

17

18 19 20 21 22 23

24 25

D

26 27 28

29

A

30

J

31

F

32

33 34 35 36 37

38 39 40 41

C

42

43 44 45

E

46 47 48

49 50 51 52 53

K
54 55 56 57 58 59

60

H

61 62 63 64

65 66

G
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ヨ
コ
の
カ
ギ

１　

北
海
道
は
ち
ょ
う
ど
５
月
の
連
休

ご
ろ
に
咲
く
の
で
花
見
へ
ゴ
ー

４　

他
の
人
が
注
目
し
て
い
な
い
場

所
、
な
ん
て
北
海
道
に
は
も
う
な

い
よ
ね

６　

名
前
を
言
っ
て
非
難

９　

い
つ
も
そ
ば
に

11　

湿
度
が
高
い

13　

こ
こ
に
あ
ら
ず
だ
な

15　

タ
ン
ト
ン
た
た
く

16　

ギ
ョ
ウ
ザ
に
は
こ
の
辛
い
調
味
料

17　

北
海
道
出
身
の
歌
手
、
○
○
○
○

三
郎 

18　

５
の
次

20　

北
海
道
に
は
広
が
る
農
業
に
使
う

土
地

22　

洞
爺
湖
の
南
に
あ
る
山

24　

お
い
し
い
も
の
が
多
い
北
海
道
で

満
た
さ
れ
る

26　

根
室
や
知
床
は
北
海
道
の
こ
ち
ら

側
に
あ
り
ま
す

27　

お
や
す
み
、
と
就
く

29　

北
海
道
出
身
の
俳
優
で
『
相
棒
』

で
も
人
気
の
○
○
○
○
豊

30　

日
本
語
に
訳
す

31　

北
海
道
の
な
か 

33　

駅
弁
で
も
お
い
し
い
北
海
道
の
イ

カ
料
理

35　

政
党
か
ら
ぬ
け
る

37　

オ
デ
ン
や
煮
込
み
う
ど
ん
に
も
使

わ
れ
る
赤
○
○

38　

北
海
道
に
行
っ
た
ら
木
彫
り
の
こ

れ
を
買
う
？

40　

応
仁
の
○
○

41　

北
海
道
が
生
ん
だ
大
横
綱

43　

北
海
道
名
物
の
松
前
漬
け
は
引
く

45　

北
海
道
生
ま
れ
の
人

46　

支
え
に
な
る
棒

47　

レ
ン
タ
カ
ー
で
北
海
道
を
ド
ラ
イ

ブ
。
安
全
○
○
○
○
で
ね

49　

北
海
道
出
身
の
お
笑
い
タ
レ
ン

ト
。
キ
ャ
ス
タ
ー
も
こ
な
し
ま
す

51　

釣
り
糸
に
つ
け
る
浮
標

53　

北
海
道
出
身
の
葛
西
選
手
が
ソ
チ

五
輪
で
取
っ
た
２
位
の
メ
ダ
ル

54　

ね
じ
の
こ
と

55　

物
事
の
土
台

57　

同
点

60　

こ
れ
で
広
い
北
海
道
を
ツ
ー
リ
ン

グ

62　

北
海
道
の
牧
場
で
乗
っ
た
ホ
ー
ス

64　

体
温
を
下
げ
る

66　

北
海
道
の
西
に
あ
る
半
島

◎
今
年
は
良
い
お
天
気
続
き
で
あ
り

が
た
い
で
す
。

　

秋
が
楽
し
み
で
す
。
元
気
に
頑
張

り
ま
す
。

風
連　

嶋
村　

峯
子

☆
今
春
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
幸
先
の
良
い

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。
今
秋
の
豊
作

に
期
待
で
す
ね
。

◎
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
こ
の
ご

ろ
で
す
が
、
日
進
で
は
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
い
う
農
業
支
援
員
の
方
々

が
来
て
く
れ
て
こ
の
活
動
は
日
進
地

域
に
と
っ
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
。

風
連　

飯
田　

美
智
枝

☆
地
域
農
業
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
労
働

力
の
問
題
を
協
力
隊
の
方
々
の
活
躍
に

よ
っ
て
少
し
で
も
解
消
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

◎
今
年
、孫
が
一
年
生
に
な
る
の
で
、

ラ
ン
ド
セ
ル
を
見
に
行
っ
た
の
で
す

が
今
は
色
々
な
色
が
有
っ
て
迷
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
孫
に
聞
く
と
「
黒
に

赤
の
ラ
イ
ン
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
良

い
！
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
何
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
な
る

の
か
？
入
学
式
の
写
真
が
楽
し
み
で

す
！

風
連　

山
田　

聖
子

☆
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
孫
さ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
が
何
色

に
な
っ
た
の
か
、
気
に
な
り
ま
す
。

◎
今
年
は
静
か
な
年
明
け
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。
豊
か
な
実
り
の
秋
を
期

待
し
た
い
で
す
ね
。

　

そ
の
た
め
に
も
元
気
で
頑
張
り
ま

す
。

名
寄　

高
橋　

八
千
代

☆
雪
の
少
な
い
穏
や
か
な
年
明
け
で
し
た

ね
。
今
年
一
年
も
健
や
か
に
過
ご
せ
る
と

い
い
で
す
ね
。

◎
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
の
広
報
を
初
め

て
手
に
し
て
読
み
ま
し
た
。
写
真
が

ふ
ん
だ
ん
に
載
せ
て
あ
り
、
活
動
の

様
子
が
分
か
り
や
す
く
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
も
沢
山
あ
っ
て
、
何
度

も
読
み
か
え
し
ま
し
た
。
農
業
の
良

さ
を
発
信
し
続
け
て
、
今
後
の
発
展

を
祈
り
ま
す
。

名
寄　

相
馬　

郁
子

☆
お
読
み
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
広
報
活
動
に
励
み
ま
す
。

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
!!

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ズ
ル
の
答
え

バ
ラ
エ
テ
ィ
デ
ブ
レ
ー
ク

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五
名

の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

村
山
恵
美
子
（
風　

連
）

遠
藤　

文
子
（
風　

連
）

泊
り
百
合
子
（
風　

連
）

清
水　
　

好
（
名　

寄
）

眞
屋　

和
幸
（
名　

寄
）

声

の

広

場

声

の

広

場
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緊急停止装置

注：「緊急停止装置」は機械により停止の機構に多様なものがあります。

「安全は知識と意識と心がけ」
安全確認を徹底しよう！

平成27年 春の農
作業安全運動

展開中！
平成27年 春の農

作業安全運動
展開中！

運 動 期 間　平成 27 年 4 月 ～ 6 月
北　　海　　道 ・ 北海道農作業安全運動推進本部

Ｊ Ａ 北 海 道 中 央 会
北 海 道 農 業 公 社
Ｊ Ａ 北 海 道 信 連
ホ ク レ ン

Ｊ Ａ 共 済 連 北 海 道
Ｊ Ａ 北 海 道 厚 生 連
北 海 道 Ｎ Ｏ Ｓ Ａ Ｉ
北海道農業機械工業会

ク ボ タ
ヰ セ キ 北 海 道
ヤンマーアグリジャパン
三 菱 農 機 販 売

日本ニューホランド
Ｍ Ｓ Ｋ 農 業 機 械
北海道農機商業協同組合

平成27年春の農作業安全運動展開中!



JA北はるか

JA道北なよろ

JA北ひびき

JA上川中央

JAぴっぷ町

JA当麻

JAたいせつ

JAあさひかわ

JA東旭川

JAひがしかわ

JA東神楽

JAびえい

JAふらの

JA北はるか

JA道北なよろ

JA北ひびき

JA上川中央

JAぴっぷ町

JA当麻

JAたいせつ

JAあさひかわ

JA東旭川

JAひがしかわ

JA東神楽

JAびえい

JAふらの

JAバンク
期間／平成27年6月1日（月）～7月31日（金）

ゆめゆめ定期
キャンペーン
ゆめゆめ定期
キャンペーン

平成27年夏 上川地区 『JAバンク』平成27年夏 上川地区 『JAバンク』

正組合員・ 准組合員の方
新規組合員加入の方

10万円以上の新規預入
または増額

10万円以上の新規預入
または増額

10万円以上の新規預入
または増額

10万円以上の新規預入
または増額

店頭金利 + 0.23%

店頭金利 + 0.13%
店頭金利 + 0.08%

店頭金利 + 0.18%

1年定期

3年定期

1年定期

3年定期

JAバンク

対象商品「スーパー定期貯金及び大口定期貯金」

組合員へは出資と一定の条件によりご加入いただけます。　詳細につきましては窓口までお問い合わせください。

組合員以外の方

●預入期間は1年・3年とさせていただきます。●ご契約いただいた定期貯金は「自動継続扱い」とさせていただきます。満期日以降は上乗せ金利が適用されませんのでご注意下さい。
●期日前に中途解約されますと、お預入日から中途解約日まで所定の中途解約利率が適用となりますのでご注意ください。●お利息に20.315％（国税15.315％、地方税5％）の分離課
税となります。●個人の方に限らせていただきます。●本定期貯金は貯金保険制度の対象となり、同制度の範囲内で保護されます。●商品の説明書は、店頭にお申し出下さい。

3年定期

JA道北なよろ合併10周年　記念キャンペーン

本所 ☎01655-3-2521 名寄支所 ☎01654-2-4531 智恵文支所 ☎01654-8-2111

JA道北なよろ

上記

上乗せ
金利プラス 100万円以上の新規預入の方全員に

100万円毎に
プレゼント

新米こめごころ 5kg
※お米の引渡し前に中途解約されますとお米プレゼントは適用されません。　※お米の引き渡し方法等、一部詳細につきましてはお問合せ下さい。

風連産
ななつぼしです。
地元のお米を
ご賞味下さい。
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